
 
岐阜県が誇る 教師の手で創られた『夏・冬の友』 ＜おじいさん、おばあさん、お父さん、お母さんも使った！ ＞ 
 戦後、夏休みや冬休みの生活や学習を計画的に進めるためのガイドブックは、現場教師の力によって 
全国的に出版・編集されてきました。しかし、時代の変遷の中で、その多くが姿を消してしまいました。 
そんな中で、岐阜県は多くの教師の力によって、毎年改善されながら、出版・編集が続けられています。 
 夏の友・冬の友ができて７０年が過ぎました。それぞれの時代を反映した内容が掲載され、歴史的・ 
文化的な価値もあります。令和６年度版も、５０名ほどの教師が執筆・編集にあたっています。 

子供たちの豊かな心・健やかな体の成長、確かな学力の定着を願って… 

令和６年度「夏の友」のＰＲ 

先生方へ お礼とお願い 
 

 より多くの岐阜県の子供たちに、「夏・冬の友」
を届けたいと願い、現在、来年度版の編集を行
っています。長期休業期間中に、学習内容の定
着と共に、歴史や文化、自然、そこに暮らす人々
の生き様など、これからの社会で大切にしていく
“ふるさと岐阜の素晴らしさ”について、体験を通
して実感させていきたいと考えています。 
これからも、私たち編集委員は、岐阜県の子

供たちのために、努力をしてまいります。 
今まで以上に、多くの子供たちの活用を期待

しています。 

岐阜県内の子供たちに、ぜひ活用してほしい「夏・冬の友」 


